
福島ロボットテストフィールド施設（２４）設計業務

本業務は、福島県南相馬市において計画されている福島ロボットテスト
フィールド実証準備棟の新築についての基本設計及び実施設計業務、既存
建物の改修と外構についての実施設計業務である。

支出負担行為担当官 
東北地方整備局長 
西村　拓 
仙台市青葉区本町３－３－１

令和　７年　２月２６日

（株）エーシーエ設計

長野県長野市大字柳原２３６０－４

６１，８２０，０００円（税込み）

６１，８５３，０００円（税込み）

別紙のとおり

東北地方整備局

建築関係建設コンサルタント業務

履 行 期 間 (自) 令和　７年　２月２７日

履 行 期 間 (至) 令和　８年　６月３０日
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契約担当官等の氏名並びにその
所属する部局の名称及び所在地
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随意契約結果及び契約の内容
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備 考

予 定 価 格
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契約理由書 

 

１ 業務名：福島ロボットテストフィールド施設（２４）設計業務 

 

２．業者名： 株式会社エーシーエ設計 

        長野県長野市柳原 2360番地４ 

        ０２６－２９６－８３００ 

 

３ 契約理由 

 本業務は、福島県南相馬市において計画されている福島ロボットテストフィ

ールド実証準備棟の新築等についての基本設計及び実施設計業務である。 

 福島ロボットテストフィールド（以下、「ＲＴＦ」という。）は、拠点内で

陸・海・空における実際の使用環境を再現し、フィールドロボットを主対象

に、研究開発、性能評価、操縦訓練を行うことができる施設であり、令和７年

度に福島国際研究教育機構（以下、「Ｆ－ＲＥＩ」という。）への統合も予定さ

れており、統合により更なる発展・活用を目指している。 

 本事業は、統合後のＲＴＦにおいて、Ｆ－ＲＥＩが実証実験を行うためのロ

ボット・ドローン等の組み立てや調整等を行う実証準備棟を整備するものであ

る。 

   

 本業務の履行にあたって、設計対象施設は東日本大震災等により失われた産

業基盤を新たに創出するための施設であり、既存施設との調和に配慮した施設

整備を行うとともに、効果的な環境負荷低減対策を図り、地域及び研究等の特

性に関する高度な知識と技術並びに豊かな経験に基づく設計能力が求められる

ことから、簡易公募型プロポーザル方式により技術提案書の提出を求めたもの

である。 

 

 上記業者は、技術提案の提出があった他者と比べ、技術力が優れているとと 

もに、地域性を考慮した環境負荷低減及び構造部材の一部木造化について具体 

的に示すなど、特定テーマにおける的確性、実現性等に関し優れた提案を行っ 

ていることから、営繕部建設コンサルタント選定委員会において特定されたも 

のである。 

 

  以上から、会計法第２９条の３第４項並びに予決令第１０２条の４第３号

の規定に基づき、上記業者と契約を締結するものである。 

 

 


